
学校便りおおかわ 11月号 

        

九
月
二
十
六
日
（
金
）
に
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
、
七
月
か
ら
台
風
に
数
回
見
舞
わ
れ
て
、
例
年
に
比
べ
収
穫

量
が
少
な
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
十
二
月
十
九
日
（
金
）
の
餅
つ
き
大

会
が
楽
し
み
で
す
。 

            

十
月
二
日
（
木
）、
旧
暦
の
九
月
九 

日
に
西
田
地
区
の
「
び
っ
こ
さ
ら
っ 

こ
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
綱
を
引
き 

な
が
ら
「
び
っ
こ
、
さ
ら
っ
こ
」
と 

か
け
声
を
響
か
せ
て
集
落
を
ま
わ
り 

ま
す
。
ま
た
、
途
中
で
川
に
向
か
っ 

て
石
を
投
げ
ま
す
。
ま
わ
り
終
え
る 

と
、
集
落
の
出
入
口
四
か
所
と
、
綱 

引
き
場
三
か
所
の
計
七
か
所
に
、
七 

等
分
し
た
綱
を
置
き
ま
す
。 

悪
霊
退
散
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。 

   

十
月
二
十
日
（
月
）
に
名
瀬
・
住
用
地
区
複
式
教
育
研
究
公
開
が 

本
校
で
あ
り
ま
し
た
。 

池
田
先
生
と
三
・
四
年
生
が
、
算
数
の 

授
業
を
公
開
し
て
く
れ
ま
し
た
。
三
十
名 

を
超
え
る
先
生
方
が
見
学
に
来
ら
れ
た
の 

で
、
子
ど
も
た
ち
は
若
干
緊
張
し
た
様
子 

で
し
た
が
、
普
段
の
姿
で
発
表
し
た
り
、 

話
し
合
っ
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

   

十
月
八
日
（
水
）
に
生
徒
会
役
員
選 

挙
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
本
格
的
な
選
挙 

の
雰
囲
気
を
味
わ
わ
せ
た
い
と
い
う
こ 

と
で
、
投
票
箱
は
本
物
を
借
り
て
き
ま 

し
た
。
ま
た
、
立
会
演
説
会
を
開
い
て
、 

そ
れ
ぞ
れ
の
公
約
を
述
べ
て
も
ら
い
ま 

し
た
。「
事
前
に
投
票
す
る
人
を
決
め 

て
い
た
け
ど
、
ス
ピ
ー
チ
を
聞
い
て
投 

票
す
る
人
を
変
え
ま
し
た
。」
と
い
う 

人
が
い
た
ほ
ど
、
み
ん
な
素
晴
ら
し
い 

演
説
で
し
た
。 

 
役
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。 

        

十
月
十
五
日
（
水
）
に
英
語
暗
唱
・
弁
論
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

英
語
暗
唱
は
、
忘
れ
て
も
困
ら
な
い
よ
う
に
課
題
文
を
持
っ
て
登
壇

し
ま
し
た
が
、
そ
の
必
要
は
な
か
っ
た
よ
う
で
す
。 

弁
論
は
、
ど
の
発
表
も
内
容
が
素
晴
ら
し
く
、
審
査
に
時
間
が
か
か

り
ま
し
た
が
、
次
の
と
お
り
に
決
定
し
ま
し
た
。 

    

二
人
は
、
十
二
月
十
二
日
（
金
）
に
開
催
さ
れ
る
市
の
大
会
に
出
場

し
ま
す
。
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

  

十
月
二
十
六
日
（
日
）
に
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど
も
た

ち
の
学
習
の
成
果
の
発
表
に
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
や
声
援
を
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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４年生の発表を板書しています 

演説を真剣に聞いています 
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岸
田 

鈴
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１１ 月 行 事 

日 曜 行 事 名 

12 水 市小・中音楽発表会(午前) 

13 木 3・4年交流学習～19日 

15 土 青少年育成の日 

16 日 
家庭の日 
市民清掃日 

17 月 
読書週間～21日 
読書祭り(小)～21日 
家庭教育講演会 

20 木 
さつまいもの収穫祭③ 
読み聞かせ⑤(小) 

21 金 
総合・社会科・生活科見学学
習(小) 
教育相談週間～12/2(小) 

25 火 健康教室⑥(中) 

26 水 
花とのふれあい事業⑤⑥(小3
～6年)はさみが必要 
期末テスト～28日 

30 日 小2学級レクリエーション 

 

 

 

 

文
化
祭 

小１・２年生 歌・合奏・方言 
「みんなでチャレンジ！今と未来」 

小３・４年生 劇・発表・合唱 
「自分の命は自分で守ろう」 

小５・６年生 創作劇「にん・ニン・忍者」 

中１年生 学習発表劇「Our Amami」 

中２年生 創作劇「いじめ」 

中３年生 創作劇「存在。」 

けがをしないように，上手に鎌を使

いました 


